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2027年３月期第２四半期業績および通期計画 



2027年3月期上期業績と売上高の増減収要因
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 2027年3月期上期業績 

 売上高 – 増減収要因

受注高 売上高 営業利益 経常利益 当期利益

2026年3月期上期
実績 500 522 32 36 24

2027年3月期上期
実績 615 514 27 27 19

2027年3月期上期
計画 568 537 27 26 18

売上高 枚葉機 証券印刷機 保守・部品修理 その他

前年同期比 -8 -10 -18 +17 +3

（単位：億円）

（単位：億円）

前年アジア地域の大型受注が解消



損益の状況について
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2026/3
上期実績

2027/3
上期実績

事業要因 -11

販管費
差異等

構成差・他

数量変動
差異

販売価格
差異

為替差異

営業利益（上期実績の変動要因-対前年同期比）

コストアップ
要因
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事業要因 +7

為替差異
販売価格
差異

コストアップ
要因

数量変動
差異

構成差・他
販管費
差異等

2027/3
通期修正計画

(億円）



貸借対照表の状況について
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(億円)

前期末 当期2Q末 前期末 当期2Q末
2026.3.31 2026.9.30 2026.3.31 2026.9.30

544 454 △90 95 92 △3

193 179 △14 1 10 +9

446 494 +47 90 90 0

186 225 +39 1 0 △0

234 243 +9 366 361 △5

24 23 △2 553 554 +1

339 387 +48

1,229 1,227 △2

1,782 1,781 △1 1,782 1,781 △1資産合計 負債・純資産合計

その他資産 純資産の部

純資産

有形固定資産 その他負債

無形固定資産 負債合計

棚卸資産 社債

うち製品 長期借入金

短期金融資産 仕入債務

売上債権 短期借入金

資産の部 負債の部

差額 差額



決算概要Ｐ/Ｌ
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(億円)
前期実績

2026/3
上期

2027/3
上期 差額 前年同期比

増減率
2027/3
上期計画 差額 計画比

増減率

500 615 115 +23% 568 47 +8%

522 514 -8 -2% 537 -23 -4%

32 27 -4 -14% 27 0 +1%

36 27 -9 -25% 26 1 +5%

24 19 -5 -21% 18 1 +3%

US$ 146.57 160.02 145.00

EUR 167.74 184.39 165.00

US$ 148.88 157.35 145.00

EUR 174.47 178.34 165.00

受注高

売上高

営業利益

今期実績 計画

　期末レート（円）

経常利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益

　平均レート（円）
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（億円） （億円）

 売上高（左目盛） ■営業利益（右目盛） ■親会社株主に帰属する四半期純利益（右目盛）■



地域別受注高
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(億円)

前期実績

2026/3
上期

2027/3
上期

前年同期比
増減率

2027/3
上期計画

計画比
増減率

196 223 +14% 189 +18%

37 34 -8% 55 -39%
（百万ﾄﾞﾙ） (25) (21) (-16%) (38) (-45%)

111 108 -2% 135 -20%
（百万ﾕｰﾛ） (66) (59) (-11%) (82) (-28%)

61 86 +41% 83 +3%

95 164 +72% 105 +55%

500 615 +23% 568 +8%

中華圏

その他地域

合計

日本

北米

今期実績 計画
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地域別受注高
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品目別受注高
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(億円)

前期実績
2026/3

上期
2027/3

上期
前年同期比

増減率
2027/3
上期計画

計画比
増減率

260 323 +24% 294 +10%

61 75 +22% 39 +91%

110 130 +18% 114 +14%

70 88 +26% 121 -27%

500 615 +23% 568 +8%

保守・部品修理

ＤＰＳ・ＰＥ・その他

合計

輪転機・証券印刷機

今期実績 計画

枚葉機
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品目別受注高
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地域別売上高
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(億円)

前期実績
2026/3

上期
2027/3

上期
前年同期比

増減率
2027/3
上期計画

計画比
増減率

161 162 +0% 168 -4%

45 37 -17% 58 -36%
（百万ﾄﾞﾙ） (31) (23) (-24%) (40) (-42%)

113 117 +4% 125 -6%
（百万ﾕｰﾛ） (67) (64) (-5%) (76) (-16%)

72 101 +39% 82 +24%

131 97 -26% 104 -7%

522 514 -2% 537 -4%

その他地域

合計

欧州

中華圏

北米

日本

今期実績 計画
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地域別売上高
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品目別売上高
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(億円)

前期実績
2026/3

上期
2027/3

上期
前年同期比

増減率
2027/3
上期計画

計画比
増減率

265 255 -4% 265 -4%

77 68 -12% 50 +36%

101 118 +17% 125 -5%

79 73 -7% 97 -25%

522 514 -2% 537 -4%

枚葉機

今期実績 計画
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品目別売上高
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受注残高の推移
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製品在庫の推移（原価ベース）
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見通し 2027年3月期 通期計画



業績見通し
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（億円）

上期　実績 下期　修正計画 通期　修正計画 通期　実績 差額 前年同期比
増減率

615 625 1,240 1,145 95 +8%

514 726 1,240 1,186 54 +5%

27 68 95 94 1 +1%

27 65 92 107 -15 -14%

19 53 72 74 -2 -2%

US$ 160.02 145.00 149.35 150.97
EUR 184.39 165.00 166.27 174.54
US$ 157.35 145.00 145.00 159.88
EUR 178.34 165.00 165.00 183.41

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益

　平均レート（円）

　期末レート（円）

受注高

今期 前期

売上高



地域別受注高 予想
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(億円)

上期　実績 下期　修正計画 通期　修正計画 通期　実績 差額 前年同期比
増減率

223 174 397 342 55 +16%

34 85 119 78 41 +52%
（百万ﾄﾞﾙ） (21) (57) (78) (52) 26 (+50%)

108 175 284 308 -24 -8%
（百万ﾕｰﾛ） (59) (103) (162) (176) -14 (-8%)

86 94 180 158 23 +14%

164 96 260 260 0 0%

615 625 1,240 1,145 95 +8%

日本
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その他地域
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品目別受注高 予想
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(億円)

上期　実績 下期　修正計画 通期　修正計画 通期　実績 差額 前年同期比
増減率

323 313 635 530 105 +20%

75 76 150 217 -66 -31%

130 121 251 255 -4 -2%

88 116 204 144 60 +42%

615 625 1,240 1,145 95 +8%

枚葉機

前期

輪転機・証券印刷機

ＤＰＳ・ＰＥ・その他

保守・部品修理
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地域別売上高 予想
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(億円)

上期　実績 下期　修正計画 通期　修正計画 通期　実績 差額 前年同期比
増減率

162 193 355 331 24 +7%

37 77 114 126 -11 -9%
（百万ﾄﾞﾙ） (23) (52) (75) (83) -8 (-10%)

117 209 326 282 45 +16%
（百万ﾕｰﾛ） (64) (122) (186) (161) 25 (+15%)

101 83 184 157 27 +17%

97 163 260 290 -31 -11%

514 726 1,240 1,186 54 +5%

その他地域

合計

欧州

中華圏

北米
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品目別売上高 予想
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(億円)

上期　実績 下期　修正計画 通期　修正計画 通期　実績 差額 前年同期比
増減率

255 330 585 650 -65 -10%

68 142 210 155 56 +36%

118 134 252 232 21 +9%

73 120 193 150 43 +29%

514 726 1,240 1,186 54 +5%

枚葉機

今期 前期

保守・部品修理

輪転機・証券印刷機

ＤＰＳ・ＰＥ・その他
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設備投資・減価償却費・開発費
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（単位：百万円）

2023/3 2024/3 2025/3 2026/3 2027/3
上期

2027/3
通期予想

従業員数（名） 2,567 2,562 2,625 2,622 2,627 2,650

人件費 23,246 24,656 26,246 27,365 14,183 28,300

設備投資額 2,303 1,997 2,601 4,900 2,459 4,200

減価償却費 1,896 1,968 2,298 2,278 1,232 2,500

研究開発費 3,654 3,734 4,044 4,634 2,362 4,800

（売上高比 ） (3.7%) (3.6%) (3.6%) (3.9%) (4.6%) (3.9%)



参考資料
1. 日本 受注高・売上高
2. 北米 受注高・売上高
3. 欧州 受注高・売上高
4. 中華圏 受注高・売上高
5. その他地域 受注高・売上高

地域別受注高・売上高 詳細



日本 受注高
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日本 売上高
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米国 受注高
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米国 売上高
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欧州 受注高
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欧州 売上高
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中華圏 受注高
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中華圏 売上高
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その他地域 受注高
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その他地域 売上高
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2027年3月期（81期）上期決算説明資料
経営概況

代表取締役（CEO）
持田 訓

2026年11月5日
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各地域市場動向
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2027年3月期（81期）上期の状況 下期及び今後の見通し

日
本

ペーパーレス化により縮小傾向だが、包装、デジタル印刷は底堅い。環境規制強化
や企業CSR要求により、省エネ設備や環境配慮型生産及び省人化の整備が進展
（省エネ補助金設備が増加傾向）するが、中小印刷会社の後継者不足は深刻
で、事業承継目的のM&A増加。

印刷市場は縮小傾向が続く一方、包装印刷は堅調に推移する。また、マーケティン
グ高度化やパーソナライズ化によりデジタル印刷が伸長し、省人化対応や生産性向
上を背景に設備投資は進むが、二極化は加速し統合・事業承継型M&Aが進展も
しくは廃業が増加傾向する見通し。

中
華
圏

輸出と先端製造業は堅調だった一方、不動産不況と内需低迷が継続し、企業投
資は慎重化。米国と貿易・先端技術・安全保障分野で対立を深めており、世界経
済やサプライチェーンに大きな影響を与えた。印刷業界でも投資出来る企業が大手
と限定的であった。

不動産市場と内需の低迷は継続する見通し。政府の景気対策や製造業投資が景
気を下支えするものの、設備投資は引き続き選別的に推移する。印刷市場では、高
付加価値・パッケージ分野への転換がさらに進む見通し。

北
米

北米の印刷産業は、パッケージ・デジタル印刷需要は底堅い一方、インフレ圧力を
背景に中小企業を中心に設備投資姿勢は慎重となる。

米国経済は底堅く推移する一方、関税やコスト上昇により設備投資には慎重さが残
る。全体としては横ばい基調で推移する見通しだが、パッケージや省人化・自動化関
連の投資が継続する。

欧
州

欧州の印刷産業は、食品・日用品向けパッケージ印刷やラベル需要に支えられ堅
調に推移した一方、景気低迷やエネルギーコスト高により商業印刷需要は伸び悩
んだ。

欧州景気は緩やかな回復が期待されるものの、エネルギーコスト、規制対応コスト、
地政学リスク等の不透明感が継続。商業印刷を中心に設備投資には慎重な姿勢
が残り、印刷市場全体としては横ばい基調で推移する見通しだが、サステナブル包装
やEC関連需要を背景に、パッケージや省人化・自動化関連の設備投資は拡大が期
待される。

そ
の
他

【インド・ASEAN】インドは個人消費・設備投資・製造業が堅調。ASEANにおいて
も製造業・輸出・China+1が堅調で両地域高い成長率を達成。特にパッケージ分
野の需要が増加。
【中南米】ブラジル・メキシコを中心に食品・飲料向けパッケージ印刷やEC関連需要
が堅調に推移し、市場を下支えした。ただし、設備投資という観点からは外的要素
（中東戦争・トランプ関税）で遅れが生じた。

【インド・ASEAN】ともに堅調な経済成長が続く見通し。インドでは内需・輸出向け、
ASEANでは輸出型製造業向けを中心に、パッケージ分野の需要拡大が引き続き期
待される。
【中南米】ブラジル・メキシコを中心に、食品・飲料向けパッケージ印刷やEC関連需要
が引き続き市場を下支えする見通し。一方、関税や地政学リスク、通貨変動等の影
響により、設備投資には慎重な状況が続くと見込む。
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2027年3月期（81期）上期実績と下期計画

上期実績：615億円（前年同期比：123％）
下期計画：625億円（上期比： 102％）

上期実績：514億円（前年同期比：  98％）
下期計画：726億円（上期比：      141％）

◆成長市場（アセアン・南米等）での受注拡大により、上期受注は前期比増加
◆下期は欧米のパッケージ需要により受注が拡大、売上も受注残を背景にして伸長する見通し

(億円) (億円)
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2027年3月期重点課題の進捗状況02



各ソリューションの課題と進捗：パッケージ印刷

45

成長が続くパッケージ印刷市場において、当社のパッケージ比率も着実に拡大
• ペーパーレス化により出版系用途は縮小する一方、世界の印刷市場は約8,680億米ドルの巨大市場で、特に

パッケージ印刷の成長が市場を牽引し、2030年に向け年率2.2％での成長が見込まれる

• 当社も欧州のKomori-Chambonグループによる紙器印刷機の販売伸長や、日本や中華圏の大手パッケージ
顧客向け販売増加により、パッケージ比率が着実に拡大
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各ソリューションの課題と進捗：パッケージ印刷

46

グループの総合力を活かし、成長するパッケージ市場での事業拡大を推進
• 日本、中国、ASEANなどの重点市場において多様なパッケージニーズへの対応したLITHRONE 

GX29/40/44 advance シリーズの拡販が堅調に推移

• インドネシア初の実機内覧会に450名超が来場し、高付加価値パッケージ印刷ソリューションを訴求。上期の
パッケージ機受注は例年を上回るペースとなり、成長市場での事業拡大を加速

• 海外ユーザー向けにパッケージや高付加価値印刷を訴求する「Global Open House 2026」をKGCで開催。
51社131名が参加して好評を博し、多数の購入意向書（LOI）を獲得する



各ソリューションの課題と進捗：証券印刷

47

受注拡大とサービス体制強化、技術発信による事業基盤の強化
• 銀行券印刷機の底堅い需要を背景に、これまでの実績が評価され世界各国から引き合いが継続。インド向け

番号機用コーターユニットの複数台受注に加え、パキスタン、フランスなどで複数の銀行券案件を獲得

• 英国銀行向けの大型サービス案件を売り上げたほか、EMEA地域でサービス体制の強化を進め、今後のサービ
ス事業の拡大につなげる

• セキュリティー印刷技術を結集した「KOMORIハウスパスポート」を制作し、技術・知見の発信とパートナー企業と
の新たな協業機会の創出とパスポート印刷機械の販売拡大を推進
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EMEA地域のサービス売上高の推移（78上期＝100とした指数）



各ソリューションの課題と進捗： PE

48

KOMORIプレシジョンテクノロジーズを完全子会社化し、半導体製造分野の事業基盤を強化

• 2026年10月2日、丸山チラー株式会社を完全子会社化し、「KOMORIプレシジョンテクノロジーズ株式会社」
へ商号変更

• 第7次中期経営計画における新事業領域の拡大とPE事業強化に向け、半導体市場に強固な顧客基盤と高
精度な温度制御技術を持つ丸山チラーをグループ化。KOMORIのグローバルネットワークを活用し、半導体製
造分野での事業拡大を加速

会社名 KOMORIプレシジョンテクノロジーズ株式会社

従業員数 約180名

拠点 日本（八王子）、米国、中国（上海）、台湾、シンガポール（代理店）

事業内容 半導体製造装置向け恒温循環装置の開発・設計・製造・販売・アフターサービス

事業特長
• 自社工場による高精度・高品質なチラーの設計・製造
• 世界有数の半導体メーカー・装置メーカーへの納入実績
• 半導体業界で高い信頼と実績を保有

主な顧客 Lamリサーチ、TSMC、Micron、キオクシア 等



半導体マーケット（全体動向）

300mmウェハ工場向け設備投資は2029年に向けて拡大し、予測も上方修正

300mmウェハ工場向けの設備投資は2026年で1,330億ドル、2029年は1,720億ドルまで増加
(2027～2029のロジック向け投資は2,280億ドル、メモリーは1,750億ドル) （Source : SEMI）

→ 2029年の投資額は4月比32％増の2,270億ドル(約35兆円)に上方修正（SEMI 10/13発表）
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KOMORIプレシジョンテクノロジーズが担うチラー装置の役割

エッチング装置1台に4～8台のチラー設置、設備投資拡大が追い風

マスク製造工程 ウェハ製造工程 前工程 後工程

前工程の主な流れ（フォトレジスト塗布〜平坦化を繰り返す）

薄膜形成 フォトレジスト塗布 露光・現像 エッチング レジスト剥離・洗浄

エッチングでは、薄膜の不要な部分を削り取り、
必要な形状を残します。

エッチングにおけるチラーの役割
• ウェハを載せる電極を冷却・温調し、ウェハ温度を一定に保ちます
• プラズマ加工による高熱を除去し精度のばらつきを抑えます
• 精密な温度制御が必要で、チラーが再現性・歩留まりを支えます
• エッチング装置1台につき、機種に応じて4～8台のチラーを設置します。

需要拡大の構図
設備投資の拡大

↓
エッチング装置の増加

↓
チラー需要の拡大
（1台あたり4～8台）
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KOMORIプレシジョンテクノロジーズの成長性（2021～2026）

2026年の装置売上は2021年比で約2.7倍の見通し、年平均成長率は約22%
用途別の成長倍率（2021年比）

ロジック向け

約40倍

パッケージ向け

約9倍

メモリー向け

約1.6倍
※2026年は見通し。倍率・成長率は2021年と2026年（見通し）の比較。
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※当資料に含まれている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
※ 当資料では、表示未満単位を四捨五入して表示しており、内訳と合計が一致しない場合があります。
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